
13

《 ＡＤＭ－６５２／６５６ＡＴ 》                                                   １-５．入出力接続オプション

　 □■ マスタスレーブ接続 ■□　 　マスタ機のクロック出力をスレーブ各機の外部クロック源

　　　　　　　　　　　　　　　　　入力に接続することにより同期運転が可能です。

　　　スレーブ機＝１枚のとき：　　　【ＣＢＯＸ－１０４】＋【ＣＣ０８Ｄ－１００】で接続す

　　　　（図１－５Ａ参照）　　　　ることができます。

　　　スレーブ機≧２枚のとき：　　　【ＣＢＯＸ－１０４】＋【ＣＢＯＸ－１０７】＋スレーブ

　　　　（図１－５Ｂ参照）　　　　数分の【ＣＣ０８Ｄ－１００】で接続することができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお、マスタ機が内部クロック源を使用し、外部トリガや

　　　　　　　　　　　　　　　　　外部割込みを使用しないときは【ＣＢＯＸ－１０４】が不要

　　　　　　　　　　　　　　　　　になります。　すなわち図１－５Ｂで【ＣＢＯＸ－１０７】

　　　　　　　　　　　　　　　　　のＣＮ２をマスタ機に直結することができます。

　 　ＡＤＭ－６５２／６５６ＡＴ            図１－５Ｂ．スレーブ機２枚以上を接続する場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　マスタ　　　　　　　　　　アナログ入力

                                  CN2    １ｍケーブル（CBOX-104 付属）      CBOX-104

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CN２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 INT-I　　　　　 TRG-I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　スレーブ１　　　　　　　　 アナログ入力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 MASTER

　　　　　　　　　　　　　　　　　CN2　  １ｍケーブル　　　　　　　　SLAVE

　　　　　　　　　　・　　　　　　      （CC08D-100）

                    ・                                        CLK-I   CN ２   CLK-O

　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １ｍケーブル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アナログ入力  　　　　　　　  CN ２

　　　　　　スレーブＭ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　  ２

　　　　　　　　　　　　　　　　　CN2　 １ｍケーブル

　　　　　　　　　　　　　　　　 １～７任意のコネクタに接続　　　　 ３　  ４

                                         アナログ

　　　　　　スレーブＮ　　　　　　　　　     入力　　　　　　　　　 ５　  ６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ７

　　　　　　　　　　　　　　　　　CN2　 １ｍケーブル          CBOX

                                                              -107

　【注】　スレーブ機のＣＮ２を直接“マスタ機のＣＮ２”または“ＣＢＯＸ－１０４のＣＮ２”

　　　　に誤まって接続すると故障の原因になります。　添付またはオプションの専用ケーブルは

　　　　ストレートなので《ＣＬＫ－Ｏ》出力同志が衝突するためです。
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１-５．入出力接続オプション                                                    《 ＡＤＭ－６５２／６５６ＡＴ 》

　◆ＤＳ３７Ｓ－１５０：   アナログ入力専用の１.５ｍシールドケーブルです。（片方バラ）

     （￥６,５００）
                                       図１－５Ｃ．アナログ用シールドケーブル

　　　　　　　　　　　　　　　           

  

  ◆ＣＢＯＸ－０１３ＡＴ：   １６チャンネルＢＮＣ接続ボックスです。／スチール製。

       （￥３８,０００）           寸法＝１２０Ｗ×１６０Ｌ×４５Ｈ／突出部を含まず。

                                             
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図１－５Ｄ．ＢＮＣ接続ボックス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      

　　　　　　　　　

          ＡＤＭ－６５２/６５６ＡＴ

                                                １ｍケーブル

                                             （CBOX-013AT 付属）             CBOX-013AT

                                                                     ◎◎◎◎

                                                                     ◎◎◎◎

                                                                     ◎◎◎◎

◎ ◎◎◎

                   

  ◆汎用デジタル入出力パネルセット

    ＤＰＳ－８８ＰＧ（￥１１,０００）： ハンダ付け用プラグ付。／①＋②＋④

    ＤＰＳ－８８ＣＬ（￥１６,０００）： １.５ｍケーブル付。／①＋②＋③

　　　    ＣＮ３Ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      

　　　　　　　　　

                   ＡＤＭ－６５２/６５６ＡＴ

                                                             

                                              

                                                             図１－５Ｅ．デジタル入出力パネルセット

                                                     ②専用パネル（コネクタ付）

                                                              

          ①対ボード間ケーブル           ＣＮ３Ｂ         ③１５０ｃｍケーブル付プラグ（片方はバラ）

          （パソコン筐体内で接続）

                                                          ④またはハンダ付け用プラグ
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《 ＡＤＭ－６５２／６５６ＡＴ 》                                                   １-５．入出力接続オプション

 □■ 汎用デジタル入出力コネクタ（ＣＮ３Ｂ）■□    ヒロセ製３６ピン・ハーフピッチです。

      ③専用パネル側        ：ＤＸ１０Ａ－３６Ｓ

      ④ハンダ付け用プラグ  ：ＤＸ４０－３６Ｐ（０３）／ＤＸ３６－ＣＶ１

　　　　　　　　　　　　　　図１－５Ｆ．汎用デジタル入出力コネクタ（ＣＮ３Ｂ）ピン接続

　　　　　　　　信号名　　　　　　　　　　ピン番号　　　　　ピン番号　　　　　　　　　信号名

　（デジタル入力ビット０）　　  　Ｉ０　　　１　　□　　 □　　１９　　　ＤＧ　（デジタル・グランド）

　（　　〃　　〃　〃　１）　　  　Ｉ１　　　２　　□　　 □　　２０　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）

　（　　〃　　〃　〃　２）　　　  Ｉ２　　　３　　□　　 □　　２１　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）

　（　　〃　　〃　〃　３）　　　  Ｉ３　　　４　　□　　 □　　２２　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）

　（　　〃　　〃　〃  ４）　　　  Ｉ４　　　５　　□　 　□　　２３　　　ＤＧ  （　 〃 　・　 〃 　）

　（　　〃　　〃　〃　５）　　  　Ｉ５　　　６　　□　　 □　　２４　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）

　（　　〃　　〃　〃　６）　　　  Ｉ６　　　７　　□　　 □　　２５　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）

　（　　〃　　〃　〃　７）　　　  Ｉ７　　　８　　□　　 □　　２６　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）

　（デジタル出力ビット０）　　　  Ｑ０    　９　　□　　 □　　２７　　　ＤＧ  （　 〃 　・　 〃 　）

  （　　〃　　〃　〃　１）　　  　Ｑ１  　１０　　□　 　□　　２８　　　ＤＧ  （　 〃 　・　 〃 　）

（　　〃　　〃　〃　２）　　  　Ｑ２ 　 １１　　□　 　□　　２９　　　ＤＧ  （　 〃 　・　 〃 　）

（　　〃　　〃　〃　３）　　  　Ｑ３　　１２　　□　 　□　　３０　　　ＤＧ  （　 〃 　・　 〃 　）

　（　　〃　　〃　〃　４）　　  　Ｑ４　　１３　　□　 　□　　３１　　　ＤＧ  （　 〃 　・　 〃 　）

　（　　〃　　〃　〃　５）　　  　Ｑ５　　１４　　□　 　□　　３２　　  ＤＧ  （　 〃 　・　 〃 　）

  （　　〃　　〃　〃　６）　　  　Ｑ６  　１５　　□　　 □　　３３　　　ＤＧ  （　 〃 　・　 〃 　）

　（　　〃　　〃　〃　７）　　  　Ｑ７　  １６　　□　　 □　　３４　　  ＤＧ  （　 〃 　・　 〃 　）

　（空き）                                １７　　□　　 □　　３５　　　      （空き）

　（ＩＳＡバス＋５ｖ出力）      ＋５ｖ　　１８　　□　　 □　　３６　　　ＤＧ　（デジタル・グランド）

　　　　　　  【注】アナログ・グランドＡＧとデジタル・グランドＤＧはボード内部で接続されています。
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１-６．論よりＲＵＮ（試運転）                                                  《 ＡＤＭ－６５２／６５６ＡＴ 》

１-６．論よりＲＵＮ（試運転）

以下の手順で試運転してください。 動作に不具合いがあるときは１－２項，１－３項に記された
ボード上の設定を確認してください。　それでも不明なときは本書巻末に添付の【Ｑ＆Ａフォーム】

にシステム情報を御記入のうえ当社技術部までＦＡＸしてください。 迅速に応答する体制となって
います。 なおＴＥＬいただく場合も客観情報の整理・評価は問題解決のスピードアップにつながり
ますから事前にＦＡＸしてください。

　＝＝ 準備 ＝＝

　①　本ボード上の諸設定は出荷時の状態（１－２項，１－３項）とします。

②　 パソコン本体または拡張Ｉ／Ｏボックスの電源を切った状態でカバーを外し、任意の拡張

    （ＩＳＡバス用）Ｉ／Ｏスロットに本ボードを無理なく押し入れ装着します。
　　　このとき注意することは、

　　  ◆　パソコン本体または拡張Ｉ／Ｏボックスの電源を必ず切っておく。　電源を入れた
　　　  ままで本ボードを抜き差しすることは双方の故障原因となります。

　　  ◆　本ボードのカードエッジ（金メッキ端子）に手を触れないこと。　手を触れると、
　　　  （油脂成分の付着等により）接触不良の原因となることがあります。　もし、触れて
　　　  しまった場合はアルコール等で拭き清めてください。

　　  ◆　イクステンダ等により本ボードをＩ／Ｏスロットから引き出した状態では誤動作を
　　　  起こすこともありますから、必要以外は使用しないでください。

　　  ◆　同時に使用する他のＩ／Ｏボードがあり、これに設定されているＩ／Ｏアドレスが
　　　  本ボードの（出荷時）設定と重なる場合は、本ボードのＩ／Ｏベースアドレスをシス
　　　  テムの許す範囲で変更・設定してください。　その場合は、試運転プログラムの冒頭
　　　  で本ボードのＩ／Ｏベースアドレスを初期値から変更した値に設定する必要がありま
　　　  す。【１－３項参照】

③　  本ボードのアナログ入力はテスト用の信号源（±１０ｖ以内）に接続します。
                                                                       （図１－６）

④　  以上で準備完了です。 電源投入順序は全機器同時、または外部機器を先にパソコン本体
     を最後に行います。 電源切断は逆順序です。
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《 ＡＤＭ－６５２／６５６ＡＴ 》                                          1-6. 論よりＲＵＮ（動作確認・試運転）

                                     図１－６．動作確認用の外部機器接続

                                                                                  

                                                                                ＯＵＴ

                                    

                      ＣＮ１         全アナログ入力                             ＧＮＤ

                                                              

   ＡＤＭ-６５２/６５６ＡＴ

                                                                                    標準電圧発生器（±１０ｖ）

                                ＡＧ（どれか１本）

                      ＣＮ２

                                              

                                             

 ＝＝ 運 転 ＝＝     試運転・動作確認用プログラム“６５■ＱＢ２”を使用します。

                     本プログラムはＭＳ－ＤＯＳ版です。  御使用に先立ち、添付のソフトウ

                   エアをインストール（４－１項）しておく必要があります。  また、当プロ

                   グラムのソース（Quick-Basic）も同名（拡張子：BAS）で添付されています。

        

                      なお“６５■ＱＢ２．ＥＸＥ”は日本語モードでは正常な表示ができない

                    ので、事前に英語モードに切り替えてから“６５■ＱＢ２．ＥＸＥ”を呼ぶ

                    “６５■ＱＢ２．ＣＯＭ”を使用してください。

                                      【注】ファイル名： ＡＤＭ－６５２ＡＴ用は■＝２

                                                         ＡＤＭ－６５６ＡＴ用は■＝６

⑤  テストシステムの電源を投入し、ＭＳ－ＤＯＳを立上げます。

  ⑥ 試運転・動作確認用プログラム“６５■ＱＢ２”を読み込み、実行します。

       プログラムがスタートすると、

       全チャンネルのアナログ入力をサンプリングしては数値表示する動作を繰り返します。

       操作は  【ＥＮＴＥＲ】キー： スタート

               【ＳＰＡＣＥ】キー： 中断／再開

                   【ＥＳＣ】キー： 終了

       各アナログ入力範囲の標準出荷時（ボード上のスイッチ）設定は±１０ｖ、

       本プログラムではＡＤデータを１６進数（Ｈｅｘ）で表示します。
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《 ＡＤＭ－６５２／６５６ＡＴ 》                                               《 ＡＤＭ－６５２／６５６ＡＴ 》


